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Fig．3　Camera　and　inte㎡ace　ullit．
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タの内，ブロックメモリのアドレスコントローラに指
示されているπ箇所の領域を参照しながら，A／Dコ
ンバータを動作させる。ディジタル量に変換された
データはデータバスに順次出力される。プロヅクメモ
リのアドレスコントローラには画像処理の対象となる
π箇所の領域のアドレスが書き込まれている。そのア
ドレスはA／Dコントローラに読み出されると共に，
アドレスバスに出力され，ピクセルプロセッサ部へ送
られる。この領域を指定するアドレスは4画面が予め
用意されており，対象物に応じてDSPユニット＃9
により選択される。
　ペリフェラル・インタフェースユニットは外部機器
との信号伝達を受け持ち，外部との通信，カメラ以外
のセンサの制御等を行う。また，DSPユニット＃9
はこれらの動作を制御しており，その動作手順はホス
トコンピュータにより指示される。ホストコンピュー
タとしては32ビット，33MHzのマイクロコンピュー
タを用いている11も
　Fig．4およびFig．5にピクセルプロセッサ部および
システム制御部の構成を示す。図において，ピクセル
プロセッサ部におけるDSPユニット＃0から＃5は
局所並列パイプライン方式の画像処理用プロセッ
サ10）である。また，システム制御部におけるDSPユ
ニット＃6から＃11は32ビットの高速DSP12）・13）で
ある。これらのDSPユニットは，幾つかのバスラ
イソで多層多重に構成され，パイプライン，SIMD
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Fig．4　　Pixel　processor　unit．
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Fig．5　　System　controller．
（Single　Instruction　Multiple　Data　Stream）および
MIMD（Multiple　Instruction　Multiple　Data　Stream）等
の各動作を複合的に行えるようにし，ソフトウェアに
柔軟性を持たせている。
　イソタフェース部より送られてくる一画面中の必要
なπ箇所の領域のデータはDSPユニット＃0から＃
5のブロックメモリに貯えられる。各DSPはプレー
ソメモリを用いて画像処理を行う。これらDSPはシ
ステム制御部のDSPユニット＃6から＃8により制
御されている。また，DSPユニット＃0から＃5の
演算結果はDSPユニット＃6から＃8に送られ，さ
らに演算処理される。この場合，システム制御部の
DSPユニットとピクセルプロセッサ部のDSPユニッ
トの組合せにより，パイプライソ，SIMDおよび
MIMD動作を複合的に実行できる。
　システム制御部およびイソタフェース部のDSPユ
ニット＃6から＃11はホストコソピュータと共にピラ
ミッド網14）で接続されている。DSPユニット＃10は
DSPユニット＃6から＃8の結果を基に判断を行う。
また，その結果をDSPユニット＃9に送り，次回に
処理する領域の情報を与える。DSPユニット＃11は
システム全体のタイミソグを制御すると共にDSPユ
ニット＃9を通じて外部の機器のタイミソグの制御も
行っている。この提案するシステムのサイクルタイム
は60nsである。
4，実　　験
　ここでは1提案する高速画像処理システムを用いて
魚種の識別を行う場合のシミュレーショソ実験結果を
示し，システムの性能について検討する。
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　Fig．6に提案する高速画像処理システムを用いて魚
種識別を行う場合のアルゴリズムの一例を示す。ここ
では，まず，Fig．1に示した抽出処理のアルゴリズム
に従い，対象物の検出を行う。この場合，一画面中の
魚は一方向を向いた一尾とし，小領域Sの3原色の輝
度により背景と対象物の区別を行い，さらに拘束条件
を考慮に入れて処理対象とする領域Gの選択を行う3）。
次に，強調処理および平滑化技法を用いて画像の補正
を行い，ノイズの除去を計る。さらに，エッジ検出を
行い，各領域におけるエッジの最大あるいは最小位置
座標を検出する。これらの結果を用いて，形状特徴の
解析が行われる。ここでは魚体の小高と体長の比を求
めている。次に，選択された色特徴抽出のための領域
に対してテクスチャ解析を行う。ここでは，3原色の
比率および：FFTを用いたパワースペクトルによる解
析が行われる。これらの結果を基に，6種類の魚種に
対しての識別が行われる。Table　1にFig．6の処理を
マサバ，ゴマサバ，マアジ，アカアジ，マイワシおよ
びウルメイワシに対して行った場合について，各処理
の内容別の処理時間の概算値を示す。ここで高速特徴
抽出の対象とした領域Gは16箇所で〃z＝1＝32であり，
小領域Sはρ＝σ＝4に設定し64箇所である。また，
形状特徴抽出のための領域Gは12箇所，色特徴抽出
のための領域θは4箇所を対象とした。
　Table　1より，提案した高速画像処理装置によれば
高速で魚種の識別が可能なことが分る。Fig．6の一連
の基本的な処理はシミュレーション実験では約14ms
で行われており，フィールド実験においても1／30s以
内での実時間処理が；期待できる。
Input　Color　Image
Subject　Detector
　Selection　of
Processing　Areas
　　in　a　Scene
Image　Corrector
Edge　Detector
5．む　す　び
　以上，高速特徴抽出のアルゴリズムおよびそのアル
ゴリズムを用いた画像処理システムを提案し，このシ
ステムを魚種識別に用いた場合のシミュレーション実
験を行った。その結果を要約すれば以下のようになる。
　（1）提案した高速特徴抽出アルゴリズムによれば，
マイクロコソピュ「タに複数個のDSPを付加した廉
価なシステムで高速画像処理システムを構築できる。
　（2）提案したシステムを用いれば，1尾当り1／30
秒以内の実時間で，高速に魚種の識別を行うことが期
待できる。
　現在，提案した高速画像処理装置を試作中であり，
フィールド実験の結果は稿を改めて報告したい。
Max．／Min．　Point
　　Detector
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Shape　Feature
　　　Pure
Results　of　Shape
Feature　Analysis
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3　Primary　Colors
No
Classifier
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Fig．6　Algorithm　of　high－speed　pattern
　　　classification　for　fishes．
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Table　l　Typical　operation　time　in　each　operation．
Operation Typical　Operation　Time
Sublect　Detector 236μs
Selec＃ion　of　Processing　Area　in　Scene 61μs
Image　Corrector 738μs
Edge　Detector 108μs
Max．1Min．　Point　Detector 173μs
Analysis　of　Shape　Feature 2ms
Texture　Analysis　for　3　Primary　Colors 10ms
Classifer 14μs
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